






















































A report on music classes at elementary schools:


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ ク ラ ス が 下 降 状 態 に 入 っ た ら 途 端 に、 半 年 で
「えっ」って。１学期は良かった、２学期になって
おかしいぞと思って、疑いがなくなってきたなと
思ったら学級経営がもう不振状態に入っていると
か。そうなってきたらなんとなくこっちも声質だけ
でもわかってくる。それからグループで動かなくな
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方、奏法、扱い方がわからない。
・鑑賞の授業の扱い方が難しい。
・評価の仕方がわからない。
・専門的な事も必要であるが先ずはどうやって学習規
律を良くさせるか。子どもへの関わり方。
・低学年から高学年へとつないでいくにはどうしたら
よいか。
・音楽専科のいない小学校での音楽の授業への不安。
・音楽が堪能ではないのに音楽の授業を行わなければ
ならないという不安。
・支援を必要とする子どもたちへの対応の仕方。
・少ない授業時間で子どもたちをどのようにして引き
上げるか。
５．まとめ
　小学校の現場では音楽を専門にしない教員養成大学
で音楽を学んだ教師が音楽を教えている場合の方が多
い。音楽を教える教師は低学年の担任教師、音楽を専
門に学んだ音楽専科の教師、ピアノが少し得意で音楽
が好きと言う理由で専科になってしまった教師、小規
模で音楽専科のいない小学校で音楽は苦手だが専科を
せざる負えなくなった教師とさまざまである。音楽を
専門に学んだ音楽専科以外の教師はどの立場になって
も音楽を教える運命である。
　教員養成大学時代、音楽に関わる授業も少なくピア
ノも独学でというベテラン教師の多くが、現場に入っ
てから先輩教師に教えてもらったり独自で勉強をし、
様々な手段を使いながらたくましく授業を行ってい
る。一方内容に違いはあるが教員養成大学でピアノ、
声楽など音楽に関わる授業を受講している若手教師
は、授業でやったようだが覚えていないと内容はとも
かく、あまり身についていない教師が多いように見受
けられる。
　教員養成大学で器楽（ピアノ）を指導している中で、
将来教師を目指しているが、歌が歌えない、ピアノが
弾けない、楽譜が読めないなど、小学校・中学校の音
楽の授業を通しで音楽の基礎を身につけていない学生
が増えてきていると感じられる。『学習指導要領　音
楽家を作ろうとは思ってないので。
・生涯学習の面から考えても、難しい事は出来なくて
いいので、楽しんで、自分もそうだが、小さい時、
３年間オルガンを習った程度だが、専科の先生とレ
ベルは違えども同じように楽しむ事ができる。最低
限楽しめるように基礎的な知識も付けながら、ずっ
と音楽に親しんでもらえるよう。
・通過点だと思う。音楽に向けて頑張るのではなく
て、音楽活動を通して、心が解放され、潤うとか、
響きあう心地よさを、子どもに抽象的な言葉で指導
してしまうので良くないかもしれないが、気持ちの
良い音をくださいと言ってしまうが。楽典には強い
弱いとか言葉があるが、音楽が生活の中で向き合っ
ていける種を小学生の時にはまいてやりたい。担任
であったり音楽専科であったり、友達同士であった
り、この学校なら、全校合唱の場であったり、きっ
かけは何でもよいが、きっかけづくりと言うか。完
成形は難しいが、きっかけを与えたい。音楽に親し
んで。
・音楽でも一節吹けた、二節吹けたと言うように、合
わせたらこんな事になったという達成感と喜びのよ
うなものを感じる武器、ツールである。良くわから
ないけど楽しかったなと言えることがあったらいい
なと思う。
・音楽は総合的なものだと思う。音楽だけが飛び出て
いるのではなくて、そこで人間が育つ。私自身も勉
強になっている。学びの場というか。
・人間形成の一つとして大事にしていきたいと思う。
４．調査からの共通の問題点
・弾き歌いができない、コードがわからない。
・発声の仕方をどのように教えたらよいか。
・伴奏が堪能でないのでCDに頼る。
・歌を歌う時、CDに頼ると音程、リズムが取れてい
ない。
・合奏をさせる時楽器の扱い方、奏法、編成、指揮が
わからない。
・リコーダー、鍵盤ハーモニカを教える時の導入の仕
─ 128 ─
大学で教えてもらった通りにはいかない。様々な場面
に対応できるような指導が必要である。
　採用されても用を供さなければ現場も困るし、音楽
の授業が苦痛になれば本人もストレスになる。そして
最悪なのは子どもにも良い影響を与えないことであ
る。
　現場で経験を積み重ねていく中で学んでいくことも
多いであろう。しかし大学で学べることも数多くあ
り、学んでおくべきことは学び、少しでも活かせるよ
うに出来たら良いのではないか。
　指導する立場である筆者たちも、小学校の教育現場
の現状を把握し、ポイントをつかんで学生に伝えてい
くことが重要であるが、どのような価値観を持って授
業をするかということも大切である。さらに学生は自
ら学んでいくことが望ましいと考えられる。教わる立
場からではなく教える視点から学ぶと同時に、子ども
の立場に立って授業を楽しめているか、自分も楽しん
でいるか、そして楽しむためには音楽と向き合い深め
ることが大事である。
　音楽は教師の気持ちがダイレクトに伝わる授業であ
る。教える側が楽しそうにすれば子どもものってく
る。苦手意識を持ったまま消極的に音楽の授業を行え
ば子どもの音楽に対する意識、感覚が変わり、気持ち
さえも沈んでくるであろう。
　音楽（特に合唱）の出来るクラスは他の授業でも成
功すると言われている。無理なく自然に身に付けさせ
ることが指導するうえでの最大のカギとなるようであ
る。
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楽』「A　表現」歌唱・器楽、音楽づくり（各活動に
分けて書かれている）「B　鑑賞」の観点から見た、
小学校教師に要求されている音楽的能力を持っていな
い学生が増えているようである。
　現場で学ぶ事もさることながら、教員養成大学では
音楽の基礎的能力を習得する事は必要であるが、教育
現場で役立つ能力を養い、教師としての資質を身につ
ける事が求められるのではないか。
　インタビューからわかるように音楽を苦手とする教
師は多く、教師を成長させる場所は学校であると思う
が、音楽については学校での授業研究、研修の場がほ
とんどない。研修会に参加しても教師自身が充分消化
していないと子どもたちに伝えられない、伝わらない
し実践の場とすぐに結びつかないというのが現状であ
る。『学習指導要領　音楽』で小学校から中学校にか
けての９年間の学習を引き継いでいくことが提示され
ている中、教師自身が子どもの反応を見ながら自信を
持って授業を行うにはそれぞれの狙いを明確にし、教
材研究をしっかりすることが必要ではなかろうか。し
かしながら、現場の教師の多くは、日常の業務をこな
しながら、手探りではあるが懸命に努力している事が
読み取れる。
６．結　び
　インタビューを通して教員養成大学在学中にやって
おくべき課題が明らかになってきた。
　小学校教師は一人で何でもこなさなくてはならな
い。初任だからといって避けられないのである。学校
によっては音楽専科がいたり、音楽の得意な教師に任
せられるところもあり、それはそれで幸運のように見
えるかもしれないが、赴任先の学校の規模や状況に
よって、一人で全教科をこなさなければならないので
ある。音楽が好きというだけで音楽の授業を任される
場合もあるようである。
　担任を持つと１つの教科をじっくり研究することも
難しく、特に初任時は研修なども多くあり、思うよう
に時間が取れないのが現状である。音楽の苦手な教師
にとって大きな負担となる事も事実である。教員養成
